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1）原発性無月経の 診断と治療

島根 大 学 金　崎　春　彦

　月経異常 に つ い て はそ の 病態 ・原因 を把握 して

適切に対応する必 要が ある．月経 は 「通常，約 1
か 月の 間隔で 起 こ り，限 られた 日数で 自然 に止 ま

る子宮内膜か らの周期的出血 」と定義され るが，
それ が ない 状態が無月経で ある．無月経 には妊娠

中や産褥，授乳期お よび閉経後にみ られ る生 理 的

無月経とそ れ以外の 病的無月経があ り，さらには

病的無月経 を原発性無月経 と続発性無 月経とに分
けて それぞれの鑑別診断を行う必要が ある，月経

が発来す るた め には キス ペ プ チ ン／GnRH を頂点

と す る 問 脳 視 床 下 部
一
下 垂 体

一
性 腺 軸 （HPG

axis ）が正常に機能し，か つ 子宮 内膜が性 ス テ ロ イ

ドに反応 し，消褪出血が性器出血 として正常に排

出される必要がある．原発性無月経とは満 18歳 に

な っ て も初経 が 起こ らない もの で ある．頻 度は

O．3−−O．4％ と続発性無月経 に比 べ て まれ で あ り，

性分化疾患や染色体異常など根本的 な生殖器の 要
素に起 因する こ とが 多い ．特発性低ゴ ナ ドトロ ピ

ン 性性腺機能低 ド症の ような中枢性の ホル モ ン分
泌異常 によるもの も含 まれるほか，本来は月経が

あるに もか かわ らず ， 腟閉鎖や 処女膜閉鎖の ため
，

みせ か けの 無月経 とな っ て い る場合 もある．原発

性無月経の 場合，典型的な全身 ・局所所見を示す

場合が ある こ とか ら，理学的所 見が重要に なる．

内外性器の 有無，異常 の 精査，染色体検査や 内分
泌学的検査 に よ りそ の 原 因が あ る程度特定で き

る，治療 は原因に よ り大 きく異 なるが，みせかけ

の 無月経の 場合は手術療法，そ の 他の 場合は低 エ

ス トロ ゲ ン状態 を改蒜するため の 性ス テ ロ イ ドホ

ル モ ン の 補充が中心 となる，本プ ロ グ ラム で は産

婦人科専攻医が学ぶ べ き月経異常の うち，原発性

無月経をテ
ー

マ に概説す る．

2）続発性無月経

徳島大学 松 崎 利 也

軽一

　続発性無月経は ， 初経以 降に 3か 月以 上月経が

ない 状態 をい う．無月経の 診療にお い て 時に混乱

がみ られ る の は，疾患名に混在 して ，重症度 ， 原

因 レ ベ ル ，WHO 分類 な ど の 複数の 分類が用 い ら

れ て い る こ とで ある ．それ らが時 に並列 に記載 さ

れ る の で ，ど の 観点の 名称かに注意が必要で ある．

　続発性無月経の誘因 ・原因は
， 原発性無月経の

もの とは大 き く異な り，視床下部性の 無月経 特
に．体重減少に よる もの が 高い 割合を占め

，
ス ト

レス ，運動に よる もの もあ る．さらに，肥満，高
プ ロ ラ クチ ン （PRL）血症を来す各種疾患， 多嚢胞

性卵巣症候群 （PCOS ），薬剤の 副作用，子宮性無

月経 を来す疾患、早発卵巣機能不全 ・早発 閉経な

どがある．

　体重減少，ス トレス に よる もの は病歴や 体型 に

よ り診断で き，ホル モ ン検査で は低 ゴナ ド トロ ピ

ン を示す．高 PRL 血症に よる無月経は マ ク ロ プ ロ

ラ クチ ン を除外 し乳汁漏出 を確認 して 確定 し，さ

らに
， さまざまな原因疾患 を鑑別す る．薬剤性，

原発性 甲状腺機能低下症，プ ロ ラクチ ノ
ー

マ ，機
能性の 順で 診断する，PCOS は 日本産科婦人科学

会 の 診断基準 を用 い て 診断す る．

　治療は疾患 に応 じて 異な り， また
，

ホ ル モ ン療

法を行 う場合には挙児希望の 有無によ っ て方針は

異なる．誘因の 明らか な もの （ダイ エ ッ ト
，

ス ト

レ ス
， 薬剤 の 副作用 ）で は，それ ら の 誘因を取 り

除 くこ とをca−一に考える．体重減少 に よる もの は
，

体重の 回復 に よ り高率に元の 月経状態に戻 る，高
PRL 血症 はプ ロ ラ クチ ノ ーマ と機能性 の もの に

は， ドパ ミ ン 作動薬が 著効する．月経の 回復が思

わ しくな い 場合 はホル モ ン療法 を行 う、第一度無

月 経 で は Holmstrom療法，第 二 度無 月経 で は

Kaufmann 療法，挙児希望 が ある場合に の み排卵

誘発の適応 となる．
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